
学校教育部指導課 （部活動地域移行推進事業） 休日の部活動の地域移行の推進  令和７年度版 
 

～ 休日の学校部活動を、段階的に地域クラブ活動「ＡＧＥＯ地域クラブ」に移行する ～ 
 

ＡＧＥＯ地域クラブ開始に向けた推進イメージ 【 令和４年度 ～ 令和８年度 】 

     

〇調整会議設置 

（教育委員会内） 

◆各種調査の実施 

◆調査研究・情報収集 

（先進地視察 等） 

★埼玉上尾メディックス 

との連携実証事業実施 

〇協議会設置 

☆ABC派遣開始(１１名) 

★埼玉上尾メディックス・

上尾市陸上競技協会・ 

サンワ×エナジー 

との連携実証事業実施 

●地域ミーティング開催 

 （１回） 

●各種リーフレットの配布 

◎「上尾市における部活動の地域移行に

向けた基本方針」策定（５月） 

〇協議会実施（３回）   

☆ABC派遣（２２名）ABS配置（５７名） 

★スポーツ庁及び文化庁委託事業参加 

★「イングリッシュサロン」設立 

●地域クラブシンポジウム定期開催（３回）   

●各種リーフレット等の配布 

◎ＡＧＥＯ地域クラブ実証事業実施 

→ 種目数・拠点数の大幅拡大 

★スポーツ庁及び文化庁委託事業参加 

◎「イングリッシュサロン」継続実施 

〇協議会実施（３回） 

☆ABC（２２名）・ABS（５７名）事業継続 

●地域クラブシンポジウム定期開催（３回） 

●各競技団体等との連携強化 

●新入生保護者等への説明強化 

●AGEO地域クラブ開始に係る周知 

 
 
 

ＡＧＥＯ 
地域クラブ  
完全実施 
（令和８年８月予定） 

 

➣ ＡＧＥＯ地域クラブによる中体連主

催大会への参加が可能になり次第 

【１種目】 

（バレーボール） 

実証 

【３種目】 

（バレー・陸上・ソフトテニス）

実証 

ＡＧＥＯ地域クラブ代表者会議（新設） 

統括コーディネーター配置（２名）業務委託 

【 ７種目・７拠点 】 実証 

ＡＧＥＯ地域クラブ代表者会議（継続設置） 

統括コーディネーター配置（４名）業務委託 

【 ２０種目・２８拠点程度 】実証 

運営体制確立 

【２２種目・６４拠点程度】 

完全実施 

休日の学校部活動 

有 

休日の学校部活動 

有 

休日の学校部活動 

有 

休日の学校部活動 

有 （ 原則「土曜日」のみ ） 

休日の学校部活動 

廃止（予定） 
 

▼  現時点の主な課題  ▼ 
「 実施主体団体（指導者）・会場の確保 」 「 関係者の理解促進 」 「 イングリッシュサロンに対する市民の理解・周知 」 

 「 困窮家庭への支援策の整備 」 「 地域クラブによる大会参加の在り方に関する検討（中体連と連携して） 」 等 

ＡＧＥＯ 
地域クラブ 

◎ニーズ把握・反映 
◎指導員の増員 
◎活動拠点の増加 
◎オペレーション確立 
◎困窮家庭へ支援
策の整備 等 

令和４年度 令和５年度 令和７年度 令和８年度 

「ＡＧＥＯ地域クラブ」実証事業 「イングリッシュサロン」事業 

シンポジウム開催 

各種リーフレットの配布 

等 

●２０種目２８拠点程度での実施（スポーツ１４種目・文化芸術６種目） 
→ スポーツ庁及び文化庁委託事業に参加予定（令和７年５月～） 

・実施主体の確保 ・持続可能な運営費の確保（協賛収入の獲得を含む） 

・困窮家庭支援体制の確立（行政的支援の検討・奨学金制度等の構築） 

・各種調査によるニーズの把握と反映 

 

   

 

●「未来」を見据えた適正規模での実施（方針に基づく４拠点での実施） 
→ 政策企画提案制度による予算計上予定（令和６年度からの継続【３年間】） 

・ＡＧＥＯ地域クラブ合流を見据えた「有償実施」・専用システム導入 

・体験的で、成果を実感できる、魅力ある地域クラブ活動の実施 

・積極的な広報・プレスリリースの実施 等 

 

 

 

令和６年度 

実施主体団体公募システムの構築 

ABC・ABSのさらなる活用 


